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＜パートナーシップ＞

環境

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値お
よび更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要がありま
す。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

熊本流通団地の緑に囲まれた自然に優しい環境を維持すべく、当組合と所属組合員企業は建築協定の
遵守を徹底するとともに、外部通報窓口共同事業の確立によるコンプライアンス遵守の啓発にも取り組
み、団地内従業員の働きやすい環境を提供している。

環境

建築協定遵守による熊本流通団地内の緑化維持
団地総面積（202,105.76㎡）の
緑化率（緑化面積比率）
２０２３年１０％→２０２６年１１％

社会

経済

当組合役員の女性登用推進
当組合役員女性比率
２０２３年５％→２０２６年２３％

社会

事業者名 熊本流通団地協同組合

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

広大な敷地内で所属企業が事業展開を行う「熊本流通団地」の自然に優しい緑に囲まれた環境と景観を
維持することで、団地内及び周辺で働く人々に安心・安全を提供する。加えて地域の若年層への職場関
連教育の場を積極的に企画・提供することで持続可能な社会の実現と地方創生に貢献する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

新規

経済

環境

小・中・高校生向け職場関連事業の実施推進
「小学生元気塾」「中学生元気塾」「高
校生元気塾」受け入れ人数
２０２３年１２２名→２０２６年１８０名

社会

経済


